
ま驚喜震嘉＿、づ

病気は一歩手前で鰭決璽

申匪学の薬

病院に行くほどではないけど、つらい症状に悩む人は多い。

ここでは、中医学の知恵でそんが病気一歩手前”の原因を探り、改善法をご紹介。

箱

今回は「物忘れ」対策です。

窮王国のお悩みは・・・

物忘れやうっかりミスが
多くなった自分が隋い！」
人の名前が出てこないのはしょっちゅう。頼まれた仕事や大切な連

絡まで忘れ、このままでは周囲からの信用も失いそうです。いつも頭

がポーつとしていて、集中力も続きません。考えられないミスが続く

自分……このままどんどん能力が低下するの？と怖くなります。

ストレスや脳の使い過ぎで起こる

蒔月踊壇の状態です
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「鰹≡慧

主な働きは、血を全身に巡らせて、

栄養を各組織や臓器に受け渡すこ
と。同時に精神活動もつかさどる。

心が充実していると情緒が安定し、

思考能力も冴える。

－脾
胃や小腸などの消化器を通じ、飲食

物を消化吸収する働きを持つ。ま
た、血をコントロールし、漏出を防

ぐ働きも行う。味覚など、口の生理

「心」に
血が巡らない

で鞍

健忘
脳へ血液が巡らなくな

ることで、頭がボーつ

としたり、言われたこ

とをすぐに忘れる、集

中力が続かないなどの

健忘症状が表れる。

不襲
自分を責めるのも、心
が弱った印。精神的に

不安定になり、うつと

似た状態になる。

不眠
心の異常による精神症

状の一つ。すぐ目が覚

める、夢を多く見るの

も不眠と考える。

勤慢
心の働きの低下により

動悸や脈が鈍くなるな

どの症状か表れる。息

「閣（消化鞠
が働かない

、二法‾一一一

綾労
食べたものの消化吸収

が悪く、エネルギー不

足に陥り、疲労感や倦

怠感が表れる。

貧血
胃腸での栄養吸収が不

十分なために、血液も

うまく生産されず、血

が不足して貧血に。

生理不順
血の不足や血のコント

ロールの乱れにより、生

理かこない、不正出血

などの症状が表れる。

便秘
腸の動きが鈍くなるた

め、排せつにも問題か。

女性は便秘、男性は下

痢となって表れやすい。
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究会の専任講師として中医学の普 機能の維持にも働く。
及に努める。切れも併発しやすい。
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